
（
特
例
事
業
の
開
始
に
係
る
届
出
）

（
特
例
事
業
の
開
始
に
係
る
届
出
）

第
七
十
三
条

法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
二

法
第
四
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
届
出
書
を

提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
届
出
書
及
び
法
第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
添
付
書
類
の
部
数
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
の
規

定
を
準
用
す
る
。

２

前
項
の
届
出
書
及
び
法
第
四
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
添
付
書
類
の
部
数
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
の

規
定
を
準
用
す
る
。

同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

二
十
四
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
不
動
産
特

定
共
同
事
業
者
（
第
一
号
事
業
又
は
第
三
号
事
業
を
行
う
者
に
限
る
。）に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
」
と

あ
る
の
は
「
次
に
掲
げ
る
書
類
」
と
、
第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
三
条
」
と
、
第
五
十
八
条
中
「
第
三
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
例
事
業
開
始
届
出
書
の
添
付
書
類
の
記
載
事
項
等
）

（
特
例
事
業
開
始
届
出
書
の
添
付
書
類
の
記
載
事
項
等
）

第
七
十
四
条

法
第
五
十
八
条
第
三
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
三

法
第
四
十
条
の
二
第
三
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

役
員
及
び
令
第
十
三
条
で
定
め
る
使
用
人
の
略
歴
又
は
沿
革

二

役
員
及
び
令
第
七
条
で
定
め
る
使
用
人
の
略
歴
又
は
沿
革

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
例
事
業
開
始
届
出
書
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
）

（
特
例
事
業
開
始
届
出
書
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
七
十
五
条

法
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
号
に
よ
る
変
更
届

出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
四

法
第
四
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
変

更
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
当
該
変
更
が
次
に
掲
げ
る
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
変
更
届
出
書
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
四
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
当
該
変
更
が
次
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
変
更
届
出
書
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
五
十
八
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
変
更

変
更
後
の
登
記
事
項
証

明
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

一

法
第
四
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
変
更

変
更
後
の
登
記
事
項

証
明
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

二

法
第
五
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
変
更
（
新
た
に
役
員
又
は
令
第
十
三
条
で
定

め
る
使
用
人
と
な
る
者
が
あ
る
場
合
に
限
る
。）
新
た
に
役
員
又
は
令
第
十
三
条
で
定
め
る
使
用
人
と
な
る

者
に
係
る
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

二

法
第
四
十
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
変
更
（
新
た
に
役
員
又
は
令
第
七
条
で
定

め
る
使
用
人
と
な
る
者
が
あ
る
場
合
に
限
る
。）
新
た
に
役
員
又
は
令
第
七
条
で
定
め
る
使
用
人
と
な
る
者

に
係
る
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
変
更
届
出
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
の
部
数
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
の
規

定
を
準
用
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
変
更
届
出
書
及
び
そ
の
添
付
書
類
の
部
数
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
の
規

定
を
準
用
す
る
。

（
特
例
事
業
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
届
出
）

（
特
例
事
業
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
届
出
）

第
七
十
六
条

法
第
五
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
特
例
事
業
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
五

法
第
四
十
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
特
例
事
業

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
特
例
事
業
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
届
出
書
の
部
数
に
つ
い
て
は
、

第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
特
例
事
業
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
の
届
出
書
の
部
数
に
つ
い
て
は
、

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
身
分
証
明
書
の
様
式
）

（
身
分
証
明
書
の
様
式
）

第
七
十
七
条

法
第
五
十
八
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
法
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す

証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
十
三
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
金
融
庁
又
は
財
務
局
若
し
く
は

福
岡
財
務
支
局
の
職
員
が
検
査
を
す
る
と
き
に
携
帯
す
べ
き
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
八
条
の
六

法
第
四
十
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
法
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
分

を
示
す
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
金
融
庁
又
は
財
務
局
若
し

く
は
福
岡
財
務
支
局
の
職
員
が
検
査
を
す
る
と
き
に
携
帯
す
べ
き
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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